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研究成果の概要（和文）：In vitroでの反応が予想に反して悪く従来の報告でのビタミンＡによる反応がほとんどなか
った。ゆえに肝細胞がん株以外で星細胞株を使用して様々なビタミンＡを添加してみたが今のところ反応が出るものの
非常に弱く今後の実験を進められる状況ではなかった。加えて免疫染色も複数個の抗体を用意したが肝細胞での染色が
きれいにいかず現在病理部に頼み染色条件を再検討中である。
これに対しin vivoは順調に準備が進み現在ノックアウトマウス作成の最終段階まで進んでいる。

研究成果の概要（英文）：Unfortunately expression of mRFA were very low level under vitamin A induction. 
So we tried several vitamin As such as cis-type and trans-type and also tried several cell lines such as 
HepG2,PLC, Hpe3B, Huh-1, Huh-7 and other type of liver components suche as stellate cell. There are some 
good expressons in some kinds of cells but not effecient to proceed further examination. On the other 
hand we tried to perform immuno histochemistly using cellline and the tissues which obtained from 
operation of HCC patients. we used several antibodies for immuno histchemistly but it is difficult to 
obtain clear pictures in the tissues from patients because these specimen have a lot of backgrand color. 
so we retried to do immuno histocemistly with patology session in our University trying under several 
condition.
On the other hand in vivo making knock out mouse projet proceed quickly and nowadays we proceeds to 
finalal stage.
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１．研究開始当初の背景 

肝臓がんは肝臓の線維化が進んだ肝硬変の

状態から好発する。そのメカニズムは現在ま

で解明されていない。 

 

２．研究の目的 

我々がクローニングしたＡＴＢＦ１が肝臓

線維化の主因氏であるプロコラーゲン、さら

に肝癌増殖因子であるＰＤＧＦＲの両方に

関係していることが分かったためこれらを

結びつける因子の可能性を探り新しい治療

法の開発に役立てたい。 

 

３．研究の方法 

実験は主に in vitro と in vivo からなる。 

In vitroではＡＴＢＦ１のＰＤＧＦＲおよび

ＡＴＢＦ１を介したシグナルでの発癌に必

須である栄養血管構築に対する役割を解明

する。さらに肝臓内でのＡＴＢＦ１の発現様

式を様々な抗体を使用して免疫染色する。 

In vivo ではノックアウトマウスを作成し薬

剤を使用して肝癌を発癌させＡＴＢＦ１の

発癌にかかわる影響を調べる。 

 

４．研究成果 

In vitroでの反応が予想に反して悪く従来の

報告でのビタミンＡによる反応がほとんど

なかった。ゆえに肝細胞がん株以外で星細胞

株を使用して retinol, 9-sis-retinoic acid, 

all-trans retinoic acid, all-trans 

retinal, 13cis-retinoic acid 等様々なビタ

ミンＡを添加してみたが今のところ反応が

出るものの非常に弱く今後の実験を進めら

れる状況ではなかった。 

加えて免疫染色も複数個の抗体を用意した

が肝細胞での染色がきれいにいかず現在病

理部に頼み染色条件を再検討中である。 

これに対し in vivo は順調に準備が進み現在

ノックアウトマウス作成の最終段階まで進

んでいる。 
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